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藤島武二による黒田清輝、久米桂一郎宛書簡について
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一、黒田清輝宛藤島武二書簡の翻刻について二、藤島武二と黒田清輝との出会い三、津での交流四、書簡の意義
　　
一、黒田清輝宛藤島武二書簡の翻刻につ て
　
東京文化財研究所には藤島武二から黒田清輝に宛てた書簡、三十六通が保管され
ている
）（
（
。またどのような事情からか不明ながら、東京国立博物館にも黒田宛の藤島
書簡が四通、久米桂一郎宛のものが八通所蔵されている
（挿図
（）。合計四十八通
のうち、四十二通は明治期のも であり、特に藤島の津時代のものが十九通ある。津時代については、藤島自身が後年もほとんど語っていな ため、この頃の藤島の心情を吐露するものとして興味深い。また黒田清輝の側からとらえるならば『黒田清輝日記』として公開されている手紙や日記類は、明治二十六年の帰国後か 二八年までは空白部分が多 ため 黒田の動静を補完する資料とし も重要である。帰国当初の黒田と久米の関係はきわめて密接であり、黒田宛の書簡と併せて読むことで三者の動静が一層明らかになる。今回東京文化財研究所所蔵 藤島から黒田宛の書簡を翻刻するにあたり、東京国立博物館所蔵 黒田、久米宛書簡も一括して扱うこととした
）（
（
。
　
なお、藤島による黒田宛の手紙の全文の翻刻は、陰里鉄郎氏によって前述のうち
四通がすでに発表され、精しい検討が加えられている
）（
（
。これらについてはそれを踏
襲し、表記のみを改めた。また二〇一一年に開か た『藤島武二・岡田三郎助展』カタログでは田中善明氏が東京文化財研究所所蔵のうち六通を影印と共に翻刻、紹介しており、これも参照させていただいた
）（
（
。
　　　
二、藤島武二と黒田清輝との出会い
　
黒田清輝との関わりについて、藤島は次のように語っている。 「私も郷里を同じ
くすることから、留学の留守中もそ 邸宅に出入りし、いまだ見ぬ先輩の評判がチラホラ日本でのわれわれの耳にま 入ること 喜んだ 時々パリから日本に送り越したそれ等の制作品にも接した。私 まだ一面識もない人であったがその絵には非常に敬服した。文通によって交際を求めたのもその頃である
」
）（
（
。藤島の履歴
書
）（
（
では明治十八年から二十二年まで川端玉章のもとで学び、明治二十三年から二十六年ま の間に曽山幸彦、中丸精十郎 松岡寿、山本芳翠に洋画を学んだとしており、そのため非常に短期間に師を変えたことになっている。回想 言葉から状況をつきあわせるならば、もう少 早 から洋画学習を開始 ていなければ辻褄が合わないため、お らく玉章の とに通ってい うちに洋画を び始めていたはずであ
る
）（
（
。
藤島が常に新しい情報を求めて気鋭の画家に接近していく姿勢は一貫しており、黒田に対してもまだ山本芳翠 弟子である時期に早速興味を抱い 文通を願ったのあろう。あるいは既に芳翠から黒田が帰国すれば日本の洋画界の一勢力になるということを聞いていた可能性も高いだろう。　
黒田の帰国は明治二十六年七月三十日であったが、藤島は同年七月三日付の辞令
を受けて三重県尋常中学校助教諭となり津に赴任している。実際 辞令 り出発を遅らせて引っ越しをしたのでなければ藤島が帰国すぐの黒田 会うことは難しい。黒田は後に津に藤島を訪ねるより以前のこ として「帰っ から、何処か 遭つたことがあつたが、それは覚えて居な 」
）（
（
と述べている。また昭和九年の回想になる
が藤島は久米について「久米君の家はその頃銀座の三十間堀にあ て、黒田君と同伴でよく行ったものだった。まだ二十六、七 年配で、今か 考えても非常 ハイカラなもので、向うの美術家生活をそのまま継続 姿で、紺のベレー帽をかぶ
︱
︱
　津時代の動静を中心に
　︱︱
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から、確かに帰国間もない二人と藤島が東京で会う機会があったと考えてよいだろう。ただし黒田との記憶は食 違う。黒田は覚えていないが、藤島は強い印象を目に焼き付けており、実際の回数はともかくも「よく行った」と記憶している。当時の黒田に対して藤島が強い憧れを持って接し、一緒にいることを誇らしく感じてた様子を物語るだろう。　
今回調査した藤島書簡の中で最も年代の早いものは、大下藤次郎を黒田に紹介す
る明治二十七年四月七日付のものであったが
）（（
（
、文面は非常に親しげで対等な様子で
ある。次に古い年代のものは明治二十七年十一月十九日付の葉書であり、黒田が日清戦争に従軍するために広島にい 留守宅に届いていたが、こ 文面もきわめ くだけたものである。フランス滞在中の黒田と文通していた間 黒田も政府高官の息子としての堅苦しさを忘れて藤島 親 い文面の手紙を書 ていたの しれない。　
その後黒田が京都で第四回内国勧業博覧会の審査官をしていた頃には、次第に丁
寧な文面へと変化していく。黒田の地位が揺るぎな も になって くことを藤島が意識していたことをうかがわせ 。全体を通じて津時代の は 黒田と久米に対し強い親愛の情を示している 、それはやや一方的な感情であったようである。実際には黒田が従軍し も、あるいは京都滞在中 が久米 結婚式のために東京に戻って留守であったこと 後から知 ことになっ おり、黒田たちから積極的 藤島 手紙を書き送った様子は、あまりみられない。　　　
三、津での交流
　
前述のように、陰里鉄郎氏は東京文化財研究所と東京国立博物館の藤島の手紙を
付き合わせて津時代の藤島の動静を探る調査をお なっている
）（（
（
。その中で、 「黒田
子爵追懐談話会」
）（（
（
での藤島の発言に注目している。ここで藤島は明治二十七年に 「宿
屋にいたが西洋人が二人きたというから出 見たら先生達
（黒田、久米両氏）
なん
だ」 「公園にクラブ あって、そこでもって西洋料理を御馳走 た」と述べてい陰里氏はこれについて、この公園は十一代藩主高猷が安政年間に江戸の染井から樹木や奇石を持って築いた庭園で たが、 明治 な 公園として公開されたこと、
挿図 （　東京国立博物館所蔵　藤島武二書簡
り、赤い帯をぶら下げて、一緒に歩いていると、途行く人が皆振り返って見るような始末だった」
）（
（
と述べている。久米がまだ三十間堀に住んでいたことや服装の描写
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明治二十年に倶楽部を設けたことなどを明らかにしている。 おそらくこの時が黒田、久米が一緒に津の藤島を訪ねた最初であったであろう。今回紹介する大下のための紹介状は「可幾屋」から発信されており、 「宿屋」は可幾屋を指しているのであろう。黒田たちが明治二十七年 いつ津を尋ねたのかは不明 る。　
また藤島の津の住まいについても、陰里氏が精しく調査され、 「塔世西浦」とい
う住所に相当する住所が明治期の地図では「塔世西ウラ」と表記されており、その外の地図では「塔世西裏」であったこと、 「現在の津市北丸之内」であることを明らかにしてい
る
）（（
（
。今回明らかになった藤島の津の住所として「塔世西浦六十二番」
と記される は明治二十八年九月十日の書簡が最初であり、そ 後「塔世西裏」の表記も用いている。　
一連の書簡を通じて、津時代の藤島は黒田、久米に対して中央を離れて一人制作
を続けることに対する孤独と焦りを率直に吐露している。また画材の入手が不自由であること、モデルを見つけることの困難などを訴え おり、これに対して久米がよく面倒 見て助けていた様子も知ることができ 。黒田と久米 手紙が藤島にとって中央とつながるパイプであり、画材の調達なども遠慮なく頼みな ら必死に明治美術会や第四回内国勧業博覧会への出品を続け、これによって東京美術学校助教授のポストを得る結果につながった様子が伝わってくる。なお、陰里氏は、 ような不自由な環境の中で藤島が水彩画をたくさん描い いただろうと述べ
）（（
（
。
　　　
四、書簡の意義
　
藤島による文集『芸術のエスプリ
』
）（（
（
をまとめた匠秀夫は、 「藤島武二がどのよう
な人間であり、どのような世界観または芸術観をいだいて たのであろうかということの手がかりになるものとして、そ 手になる感想、評論など各種の文章類 見逃しては らないであろ 」
）（（
（
と述べている。 しかしこの時の編集方針については、 「藤
島先生に親炙して、自ら『藤島先生語抄』を編ん い 有島生馬が、その中で「先生は手紙を書くのが大嫌 り、読書の時間も極めて少 かった」 記していることからもうかがえるように、新聞、雑誌など各種の定期刊行物に発表されたもを対象 することとして、書簡とか、手記など未公刊の のは は手をつけなかっ
た」
）（（
（
としている。とはいえ、定期刊行物に公刊された文章の多くは、当時の慣行か
ら編集者や記者がインタビューをまとめた文章であった可能性が高い。 これに対し、直筆の書簡は、直接作家の肉声を伝えるものである。特に津時代の藤島から黒田清輝、久米桂一郎に宛てた手紙は、藤島の若き日の直裁な感情を吐露したものであり、これまでのやや無口な印象の藤島像を変えうる内容である。　
このように津では黒田、久米に対して親密な感情をぶつけていた藤島であるが、
東京に戻ってから 関係は平坦ではなくなる。明治二十九
（一八九六）
年、藤島は
新に発足した東京美術学校西洋画科の助教授に任じられたこ はこの上 い喜びであったが、同じく に迎えられた岡田三郎助、和田英作とは当初から扱いが違 ていたようである。岡田と和田も助教授として雇われるが官費留学が約束されており、藤島が実際に学生の世話をすることが想定されていた
）（（
（
。官費留学後に
教授になる慣例であっ ことから、岡田、和田が先に に昇進し、藤島はその後も助 留まった。留学を焦る切実な気持ち 綴った手紙も残 る。　
西南戦争で二人の兄を亡くして以来、残された家族を支えてきた藤島は常に生活
に追われていたが、 そうした中でなかな 職階が上がらなかったことは俸給も低く、苦労が続いていくことを意味した。　
また藤島がようやく一九〇六年から一九一〇年にかけて渡欧して戻る間に文部省
美術展覧会が発足し、審査委員の顔ぶれは既に決まっていたため 帰国後の藤島は審査を仰ぐ側となった。こうした状況に藤島が不満 募らせ、二科設立の運動 加担したが、黒田の説得によっ 文展に留まり、逆に二科のメンバー 不信を買たことはよく知られている。藤島は後年もあ この状況について詳しく述べていないが、書簡から この間の事情につ ても、より明らか なる。そしてこうした何度かの緊張関係を経ていくにつれ、 と黒田 疎遠にな った様子もうかがうことができるだろう。そのこ は書簡の数の減少 反映さ ていく。　
このように藤島と黒田、久米との関係の推移は、単に藤島の内面への興味を惹く
ことに留まらず、東京美術学校や文部省美術展覧会 歴史上の転換点に関わるもであり、美術史上の意味は大きい。
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（）　
東
京文化財研究所で藤島書簡として分類している中に、久米宛として記録されて
いるものが一通あるが、藤島の書簡ではないため、今回は省いた。
（
（）　
東
京国立博物館所蔵の書簡の存在について吉田千鶴子氏にご教示いただいた。東
京国立博物館所蔵の書簡の撮影は筆者による。資料の安全な扱いを優先したため、見にくいところがあることをお許しいただきたい。初めて翻刻する書簡については森登氏 ご指導をいただいた。また津田徹英氏、田中潤氏からもご教示 いただた。
（
（）陰里鉄郎
「画家たちの津（一） 」 「画家たちの津（二） 」 『陰里鉄郎著作集
（』
一艸堂、
二〇〇七年、 四六七五頁（ 『津のほん』三三号、 三四号、 一九九〇年四月、 八月初出） 。
（
（）　
そ
ごう美術館、三重県立美術館、ひろしま美術館で開催。これに際し、東京文化
財研究所所蔵の三十六通全部を三重県内 文化団体「あさけ会」の方が翻刻されており、筆者はこの内容を三重県立美術館田中善明氏からご提供 い 今回翻刻では「あさけ会」による翻刻を元に一部修正を加えている。特に黒田清綱の書簡については、青木茂先生にご教示をいただ た。
（
（）　
藤
島武二「黒田清輝君を語る
　
　人、並に業績としての」 『芸術のエスプリ』中
央公論美術出版、一九八二年、一五三一五四頁、また同書 収「私の学生時代」二〇二頁でも同様のことを述べている。
（
（）　
東京美術学校に保管されているもの。吉田千鶴子氏のご教示による。
（
（）　
こ
の点については拙稿「藤島武二における〈西洋〉と〈東洋〉 」 『美術史家大いに
笑う
　
　河野元昭先生のための日本美術史論集』二〇〇六年四月、ブリュッケ、三
八七四〇六頁、で論じた。
（
（）　
坂井犀水
「現今の大家［十五］藤島武二氏」 『美術新報』十巻九号、 一九一一年七月、
二三頁。
（
（）　
藤島武二「久米桂一郎追悼」
『芸術のエスプリ』一七三頁。
（
（0）　
この書簡の封筒は投函されていなかったために年代が不明であったが、大下の住
所が真砂町であり明治二十七年八月から九月に追分に引っ越す前であること 同年四月二十四日に大下が黒田を訪ねていることから明治二十七年のものと判断できる。大下の動静については川西由里氏にご教示を受けた。
（
（（）　
前
掲、陰里鉄郎「画家たちの津
　
藤島武二と津（一） 」 「画家たちの津
　
藤島武二
と津（二） 」 『陰里鉄郎著作集
（』
（
（（）　
黒田清輝『絵画の将来』中央公論美術出版、
一九八三年所収、二九七三三一頁。
（
（（）　
前掲、陰里鉄郎「 家たちの津
　
藤島武二と津（一）
」 。
（
（（）　
前掲、陰里鉄郎「画家たちの津
　
藤島武二と津（二）
」六八頁。
（
（（）　
中央公論美術出版、一九八二年。
（
（（）　
匠秀夫「あとがき」
『芸術のエスプリ』三二〇頁。
（
（（）　
匠秀夫「あとがき」
『芸術のエスプリ』三二一頁。
（
（（）　『東京芸術大学百年史東京美術学校篇第一巻』ぎょうせい、
一九八七年、 三三〇頁。
（付記）
翻刻の機会をくださった東京文化財研究所田中淳氏、編集でお世話になりました津田徹
英氏、田中潤氏、調査にご協力くださった東京国立博物館田良島哲氏、これまでにご助言、ご教示を賜りました青木茂先生、吉田千鶴子氏、森登氏、田中善明氏、あさけ会のみなさまに深くお礼を申し上げます。
（こじま
かおる・実践女子大学教授）
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